








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































タ イ 国 を 胸 中 に 懐
き な が ら 、
作品を害き進めていろことが、









巻 二 は 、
昭和八年の十二月
三 十 日 の 朝で終わる。
















あ っ た のであり、
また 三 島 自 身 の 刑 甲 訴 訟 法 を 好 む と こ ろ か らも 、
裁判に多くを割いたわけであろう。
一 方 、
昭 和 七 年 か ら の 箪 起 こ
し は 、









二十 章 の 冒 頭 が 、
「＋月に入ると快哨の日がつづいた1で始
まり、
二 十 二 章で、
本多が 東 京 出 張 を 命 ぜ ら れ 、











ニ ュ ー ス に 疎 す ぎ る




この革 命 に つ い て 、
次 の よ う に 報 迅 し て い る 。
．
「 r 靡 合 パ ン コ ッ ク ニ 十 四 日 登 』 二 十 四 日 シ ャ ム 王 國 に 突 如 軍
部 を 中 心 と し て 革 命 が 勃 寝 し 、
忽ちに
し て 従 来 の 獨 裁 君 主 制 が 覆
り 、
立 憲 君 主 制 が 確 立 せ ら
るヽ
に 至 っ た 、
すなはち陸軍の謀叛部
隊 は 二 十 四 日 突 如 伺 ら の 警 告 も な く 徒 歩で戦車殴輛を 先 頭 に 大 梁し て パ ン コ ッ ク の 街 上 に 雹 崩 れ
込み、





し て 塁 族 、
閣 僚 そ の 他 政 府 の 高 官 を 王 城
内 に 幽 閉 し た 、
一方これに呼應して起った海軍が
わ 脳 王 プ ラ ジ ャ
デ イ ポ ク 、
王 妃 ラ ム パ イ 雨 陛 下 の 遊 必 先 フ ア ヒ ン ヘ
m
艦を派迎し、
雨 陛 下 に 劉 し て 直 に パ ン コ ッ ク 蹄 還 を 涙 請 し た 、
國王
プ ラ ジ ャ デ
イポク陛下もこの要請を容れ、
怠 遮 パ ン n ッ ク に 蹄 還 さ れ る も の
と み ら れ て ゐ る が 、
革命派は
王 朝 そ の も の を 飩 覆 せ ん と す る 意 圏
9 く 、







死 似 者 極




一 而 の 左 上 部 に 、
「 通 紐 に 革 命 勃 寝




に 引 用 し た 文 究 に 続 い て 、
シ ャ ム 代 理 公 使 の 絞 話 が 掲 載 さ れ て い
る。
さらに、
同 日 の 夕 刊 の 二 而 に 、
「 シ ャ ム 革 命 」 と 四 角で囲ん
「國王陛 下 御 蹄 迎
表 面 は 平 穏
在 留 邦 人 を 極 力 反 故
で
谷 田
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．部公使の公電」の見出しのあとに、
第一公電から第三公霞までを
報じていろ。
作品
の中では、
本多は大阪におり、
当時、
情報とし
ては新聞は今以上に大きなウエイトを占めていたはずであり、
三
局がそれを知らなかっ
たとは思わ
れない。
作品の中では、
クイの
革命については、
年月日
を正確に使用しているわけであるから、
フィクションという前提に立 て
も、
事実を巧みに使用する三島
としては、
こう
した新聞の記事の使用はいささか遅すぎはしまい
か。
さらに作品では、
本多に、
「なぜ日本の革新は五・一五事件
の
やうな無益な流血にをはり、
かうし
た匿和な成功に達すること
がないの といふことを、
思ひ較ぺてみないわけには行か
なかっ
たWIと述函させて
るのであろから、
タイの革命に関してはこの
作品の中の革命とOO迎させようとする意図
は
充分にあったわけで
ある。本多は現実の認識者として登場しているのであるから、
作
品の中の時間設定にお て、
この現実の
新聞の報道の六月二十六
日という甲実を、
作品の中では、
十月になっ
て、
知るという設定
は、
作品の中の本
多は、
新聞を見ていなかったとい
うことになっ
て、
いささ
か片手落ちだと考える。
三島が意織的に遅らしたので
なければ、
構成上のミスとしか思われない。それはともかくも、
巻一の大正三年で終えたあと、
巻
1
一が、
昭和七年からという
のは、
タイの革命を意識したものでなければならないだろう
。三
十三翠
の勲の夢 中 、
熱甜と、
女になろ、
という設定は、
巻三への伏
線として
ものであることは、
論を侯つ必要はなかろう。
6
三島が、
r演松中納言物語」を「典櫨」として「夢と鮒生」を
軸に、
r既饒の洞」を屯いたわけであろが、
日本だけに塩所を限
定していけないということはない
が、
「どこかで時閥がジャンプ
し、
閥別の時間が個別の物語を形づく
り、
しかも全憫が大きな皿
団をなすものがほしかった3という一――品にとっては、
r演松中納
言物語」におけるように、
日本と昴国という物話の展開に輿味を
引かれたことはいうまでもないこ であろ 。r阻松中納言物語』では、
「店と日本」という二つの国にまたがったものであるが、
これを踏襲するとなれば、
現在の中国
が、
「瓜g」の場所という
こ
とになる。だが、
三島は中国の地を、
作品の中の場所としては
選択しなかった。現在の中国大陸には、
可以唐す
ろ美し
い貨公子」
という表現に見
られるように、
三島の「費族趣味」を満たせるも
のが
ない
ばかりではなく、
王様もなければ、
堕帝もいない世界で
あり、
過去の栄華を偲ぷ遺跡や自然田境は存在して
も、
自族の制
度が存続していない以上、
三島の感興を刺激することは出来なか
ったものと推断しなければならない。
又、
宗教にOOしては、r「豊
賑の海」について←にお て、
三島は「私は小説家にな
って以来
考へつづけてゐだr世界解霜の小説」が書きたかったのである。幸ひにして私は日本人であり、
幸ひにして綸廻の思想は身近 あ
った1と述べろように、
「輪廻の思想」に基づく「轄生」を主た
ろ武器の一っと いる以上、
宗教的には、
仏教以外にはその思
-68-
想的背毀を求めろべき宗教はないと官わなければならない。
中国
・大控を物語の展OOの楊所として選択しない以
上、
三島は他の仏教
国に、物語の場所 見出さなければならない。
三島が、
東南アジ，
アを廻ったのは、
そのためなのである。
三島が四十歳以前に東南
アジ 取材とした作品は街いたことがなく、
またこれらの地を
旅行したことは、
かって無かっ ことを注目すぺきであろう。
仏
教図とすれば、
釈迦を生んだィンドをその筆頑に挙げな
ければな
らないのであるが
インドには既に帝国はなく●、
ヒンヅー教が主
たるものであり、
ピルマのアラウンパヤー朝もなく、
共和国であ
り、
ラオスは第二次世界大戦中、
日本軍によっ
て、
ラオス王国が
誕生したが、
戦後はフランスにひきつ
がれ
たが、
現在は王国とい
うものの、
三島の食指をそそらなかった。
三島がラオスヘ一度は
立ち寄っているのは
ただの豚行というのではなく、
視察に寄っ
たのであろうが、
視察だけに終わっている。
カン
ポジアは、
「船
王のテラス」の戯曲に見る如く三島を引きつけた―つの立恐王国であるが、
アンコール・
トムもアンコール・ワットもワットアル
ン（暁の寺）の華麗さに負けたも と思わざるを得ない。
ワット
・アルンは、
まさ
に三島好みである。
ヴェトナムは二つの共和国
とな
ってしまっているし、
抗仏・抗日迎動の展開があった国であ
る以上、
三島にとっては、
候補地には出来なかったのは論を侯た
ないところであろう。
フィリッピンは、
共和国で、
スペイン・ア
メリカ
・
日本・アメリカ 統治国の変遷の後、
共和国となってい
ろので、
三島にとってはOO心がなかったと思われる。
三島は、
韓
国へも渡航してはいろが、
それは、
昭和四十四年十二月八日から
四日間のこと あり、
r新期』には、
十二月号で、
「焼の寺」第
二部に入ってお
り、
第三十六沼を掲戟していて、
新年小説特大琥
としての昭和四十五年一月号 昭和
四十四年十二
月中に発刊さ
れ
ていて、
第三十七究を掲戟、
続く二月号は第三十八◆九章を戟せ
てい 、
発刊は昭和四十五年一月一日の奥付けであるから、
韓国
へ渡航する際には、
三島は少なくとも、
三
十七沼までは脱稿して
いたと思われ ので
この韓国行きは、
r也陳の洵」とは深いOO
わりはな
いものと考えろ。
しかも、
韓国は既に王朝は存在してい
ないのである。
7 
「唐」にとってかわる国が、
①仏教国であること、
③王国であ
ること、
®なんらかの革命が絡んで
いること、
④碓廊さが要求さ
れること、
の条件が必要であったと、
私は考えるのである。
もし
も、
仮に、
斡国や中国大陸を選択すろ
作品そのものは、
あま
りに
r粗松中納言物語』に限り無く近い構造となり、
亜流を
好まぬ三島にとっては
避けざるを褐ないものであったろう。
王
国であることは
とりもなおさず、
三島の貨族趣味を渋たすもの
である。
しかしながら、
ただ王国というだけで
は意味をなさない
のであって、
みやびさ、
部匝さが伴って
いなけ
ればならないので
あり、
「春の雹」がそれ
を物語っていろ。
こうした頷向は、
初期
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．の「文芸文化」
時代の作品のみなら
ず、
三島の作品の底流
をなし
ていろ。
王国という場合、
三島の側に立つと、
宗教にも近い「天
竪」に対する三島の精神構造を銘記すべきである。
「みやぴ」の
世界は、
遠く、平安時代を想起させるわけであるが、
「銀時計」
のことを持ち出すまでもなく、
三島にとっては、
学習院時代にお
ける部族たちとの交流、
そして、
それへの「あこがれ」、
また祖
母によ 薫育などによ
り培われたものであろう。
これらの要件は、
三島の家の成長過程、
つま 、
祖父母、
父母
、そし
て三島を内包
する時
代に合致し
なけ
ればならず
「春の雪」は、
消願の十八歳
からの物語で、
大正一一一年の三月初めで終わるが
、話
はそれ以前に
遡っ
ているわけで、
先にも記した如く、
明治時代からである。
タ
ィ国とは、
明治二十年、
タイ国外相デヴアオング親王（王弟）が
．来
朝、
九月二十六日修好宜言の調印、
正式な外交関係
が結ばれて
いろ。
また、
昭和十五年六月十二日、
日泰友好和親条約が調印さ
．
れて る
また、
昭和
十
六年十二月
二十
一日に、
日タイ攻守同盟
．を
結んでいる。
「暁の寺」は昭和十六年から始まっているが、本
•田
は十一月中に帰国しているので、
大東亜戦争勃発前に日本へ舟
ったことに
なる。
昭和二十七年、
日タイ両国の外交関係が再開さ
れたが、「暁の
寺」第二部は、
昭和二十七年の春、
本田五十八歳
から始まる。
その年、
ジン・ジャンが十八歳で留学に来るのであ
．
る。
ここ
でもタ
イ
と日本との関係に関し
て、
時期的にかさなって
いろのは、
偶然ではあるま
い。
ここで、
一っ忘れてはならないこ
とがある。
それは、
「花ざかりの森」の
一節である。
「くちな
はの更衣がをはる
と、
海への希みはそれより別なものに
かはった。
はかなくやさし
い脱け
が
らのあ
とには、
もっ
とあら
は
な、
昭動したあこがれがまってゐた
。洵
のかなたに睛れやかなあ
やしい島影がうかび、
島にはとむ
ねをつくやうな色どりの衣をま
とうた人が住まひ
、
硫酸かなんぞの雨のや
うにひりひり した日
のひか
りが零りつづけ
てゐる、
孔雀や即鵡があそんでゐる：
．．．．．．． 
ひそ
かな宗教、
ひとしれぬ儀式がさ
かえろ
王國・・・・・・
99
•そのやうな
まぼろしをかの女は胸にいだいた。熱帯にゆくには海へひとまづ行かねばならぬ。
海へのあこがれもそれ故にかききえずにゐた。
......... 
」幼少にして、
熱帯へのあこがれが
三島の胸中にあったも
のと思
われるの
であるが、
それは、
一度はギリシャで実を結び、
「潮騒」
を生んだが、
こ
の「熱搭の洵」への思いは、
「唐」に代
わる「異国」選びの理由の条件
に、
忘れ
るべきものでは
ないと考
える。
三島が、
タイを「思」に代わる「異国」とした理由は、
はっき
りした
と思う。
①天良（貧族的世界を含めて）伍刈応する王国、
®その国の宗教が仏教
を主た
る国教とし
ているこ
と、
③その国において、
国内的の革命
があること、
④みやび、
華閤さが雰囲気と
して
国にあること、
®
熱帯の困であ
．ろこと、
これ
らの条件を叶える国は
、
明治
以
降にお
8 
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注 注
いて、
タイ以外には存在しないと思われろのである。
・三
島が身近な自分の家をも含めての
自分を描い
たr豊陳の海』
は、
「春の厖」
において、
①を内包した世界であり、
「奔馬」に
おいて③を描くことによって、
三島の改革への思いを述ぺたもの
であり、
「院の寺」においては、
®と④と®を満たしたのであっ
たが
9
.
「天人五衰
」
では、
最初の構想とは迎った方向へ向かう結
果になってしまったもので、
死を急がなければ、
タ
ィはこの巻に
も描かれていたものと思う。
しかし、
三島は、
この世にたいして、
「記憶もなければ何もないところ
へ、
自分は来てしまったと本多
は思った3という感慨を残して自ら 夢の世界へ飛翔して逝った。
三島
は、
バンコックで
1一度ホテルを換えたのであろうか。
夫人とともにオリエンタル・ホテルに宿泊したとすれば、
ラ
マ・ホテルから十月十八日の日付でジョン・ネイスン宛の手紙は、
どう解釈すぺきか。
オリエンタル・ホテルヘタマサー
ト大学の知人であるプリヤー・イ ガどロム栂士 、
三島の
署名が宿帳に記
載されているか
どうか涸査を依頼したが、
三
島の頃のものは、
破棄されていたので不明であっ
た。
なお、、
プリヤー女史は、
現在、
日本在中と聞く。
ジョン・ネイスンによれば、
「つ守の営』の主人公の化身の
一人はタイのプリンセスを予定してい
て、
三烏はアメリカ大
使館の友人たちを通じてクイの宮廷への紹介を求めて手配を
していた。
パンnックは、
それ故、
最後の訪問地であった
9
（策者訳）とある。
注三
「韻王のテラス」について(r＝一烏由紀夫全渠三十四巻」）
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第一集
詑見大学紀要
第二十六号第一部
同志社閲文
学（同志社大学匿文学会
）
束横困文
学（東横学園女子短期大学
）
第
三
十一
号
、
第
三
十
二
号
第二
十
一号
第十
四号
第九
号
第三号創刊
号
第
二号
第三十
六号
説林
（愛知県立大学国文学会
）
73 
第
四
十三号
、
第四
十
四
号
、
第四
十五
号
成城国文学
（成城因文学会
）
消泉女子大学紀要
第五号
第七
集
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